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地
球
温
暖
化
防
止
は
地
域
か
ら

循
環
型
社
会
の
構
築
を

　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

問

問

問問

市
長

市
長

　
　
　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の

　
　
主
要
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
全
国

で
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
取
組
み
は
。
②
環
境

家
計
簿
の
取
組
み
は
。
③
レ
ジ
袋
の

有
料
化
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
現
状

と
今
後
の
取
組
み
は
。
④
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
取
引
が
で
き
な
い
か
。

⑤
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
イ
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
「
森
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

　
　
　
　
ョ
ン
構
想
」
を
策
定
し
、

森
林
や
生
活
系
か
ら
発
生
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
を
活
用
し
、
循
環
型
社
会
構

築
を
目
指
し
て
木
屑
を
利
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー

へ
の
利
活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

環
境
家
計
簿
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
の
取
組

み
は
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

の
に
有
効
な
の
で
、
周
知
、
啓
発
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
「
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
取
引
」
は
国
の
取
引
制

度
の
動
向
も
見
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
イ
は
、

環
境
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る

全
世
界
の
取
組
み
と
し
て
、
趣
旨
に

賛
同
し
た
い
。

　
　
　
女
性
の
社
会
参
画
に
期
待
が

　
　
高
ま
る
中
、
総
合
的
視
点
で
支

援
し
、
不
安
を
解
消
し
て
い
く
こ
と

が
日
本
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
①
「
し
そ
う
さ

さ
ゆ
り
プ
ラ
ン
」
の
現
状
の
取
組
み

と
今
後
の
推
進
は
。
②
「
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
」
を
す
べ
き
で

は
。

　
　
　
　
　
「
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ

　
　
　
　
ク
」
を
作
成
し
、
全
員
に

周
知
を
図
る
こ
と
や
、
男
性
職
員
の

料
理
教
室
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
育
児
休
業
で
、
育
児
代
替
職
員

の
確
保
な
ど
復
職
支
援
に
取
組
み
ま

す
。
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

は
、
人
権
施
策
推
進
計
画
の
中
で
実

現
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

教
育
・
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。
具
体

的
な
施
策
と
な
る
宍
粟
市
の
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
「
学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

　
　
に
対
す
る
取
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
順
次
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
応
指
針
で
あ
り
、
安
心

し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
が
目
的
で
す
。
①
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
患

者
が
お
ら
れ
、
対
策
は
。
②
給
食
の

対
応
で
医
師
の
診
断
書
は
。

　
　
　
　
　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
該
当
す
る
児
童
・
生
徒

は
１
０
９
名
。
給
食
の
献
立
や
成
分

表
を
事
前
に
保
護
者
に
渡
し
て
い
ま

す
。
毎
年
該
当
の
児
童
・
生
徒
か
ら

の
診
断
書
は
不
要
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
届
き
次
第
対
応
し
ま
す
。

　
　
　
市
に
と
っ
て
国
保
加
入
者
が

　
　
大
多
数
の
中
、
国
保
の
制
度
で

は
５
倍
の
地
域
間
格
差
が
生
じ
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
各
都
道
府

県
の
広
域
連
合
で
運
営
す
る
た
め
、

約
２
倍
に
格
差
が
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
新
制
度
で
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
り
、
負
担
増
な
の
か
負
担

減
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
後
期
高
齢
者
被
保
険
者

　
　
　
　
は
６，
４
８
５
人
で
全
体

の
７
割
の
方
が
国
保
税
よ
り
保
険
料

が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
医
療
制
度
の
確
立
の
た
め
、
全
国

の
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岡　　久和


